れ」 と 男 はさす がに 大胆で ある。 

女 は 両手 を 延ばして、 戴ける 冠 を 左右より 抑えて 「こ 

の 冠よ、 この 冠よ。 わが 額の 焼ける 事 は」 という。 願 

かな た ま 

う 事の 叶わば ， J の 黄金、 ， J の 珠玉 の 飾り を 脱いで 窓よ 

さま かいな 

リ 下に 投げ付けて 見ば やといえ る 様で ある。 白き 腕 

の すらりと 絹 を すべりて、 抑えた る 冠の 光りの 下に は、 

渦 を 巻く 髪の毛の、 珠の 輪に は 抑えが たくて、 頰のぁ 

なび 

たりに 靡きつつ 洩れ かかる。 肩に あつまる 薄紅の 衣の 

そで ひだ 

袖 は、 胸 を 過ぎて より 豊かなる 襞 を 描が いて、 裾 は 強 

けれども 剛 からざる 線 を 三 筋 ほど 床の 上まで 引く。 ラ 

ようちよう 

ン スロット はた だ窈窕 として 眺めて いる。 前後 を 



截断して、 過去 未来 を 失念した る 間にた だギニ ヴィァ 

の 形の みが ありあり と 見える。 

機微の 邃 きを 照らす 鏡 は、 女の 有て る 凡てのう ちに 

て、 尤も 明かなる ものと いう。 苦しき に 堪えかねて、 

われと わが 頭 を 抑えた る ギニヴ ィァを 打ち 守る 人の 

心 は、 飛ぶ 鳥の 影の 疾 きが 如くに 女の 胸に ひらめき 渡 

S も あま うれ 

る。 苦しみ は 払い 落す 蜘蛛の巣と 消えて 剰す は 嬉しき 

なさけ 

人の 情ば かリ である。 「かくて あらば」 と 女 は 危うき 

ひま す とこし つ 

間に 際どく 擦り込む 石火の 楽み を、 長え に 続 づけ か 

しと 念じて 両頰に 笑 を 滴らす。 

「かくて あらん」 と 男 は 始めより 思い 極めた 態で ある _ 



ひと ひろ まなか 

一 尋 余り は、 真中より 青き 烟を 吐いて 金の 鱗の 色変リ 

行く と 思えば、 あやしき 臭い を 立てて ふす と 切れたり _ 

身 も 魂 もこれ 限り 消えて 失せよ と 念ずる 耳元に、 何者 

かから からと 笑う 声して 夢 は 醒めたり。 醒めた る あと 

にもな お 耳 を 襲う 声 はありて、 今 聞け る 君が 笑 も、 宵 

ゆる まつげ 

の 名残 かと 骨を撼 がす」 と 落ち 付かぬ 眼 を 長き 睫の 

けしき うかが 

裏に 隠して ランス ロットの 気色 を 窺う。 七十 五 度の 

せ すべ あぶみ 

闘技に、 馬の 脊を 滑る は 無論、 鎧 さえ はずせる 事な き 

勇士 も、 この 夢を奇 しとの みは 思わず。 快から ぬ 眉 根 

おのず か せま し 

は 自 ら逼 りて、 結べる 口の 奥に は 歯 さえ 喰い 締 ばる 

ならん。 



切り込む 鏡に 向う。 鮮やかに 写る 羽の 色に 日の 色 さえ 

も そのまま である。 

シャロットの 野に 麦 刈る 男、 麦 打つ 女の 歌 にゃあら 

ん、 谷 を 渡り 水 を 渡りて、 幽かなる 音の 高き 台に 他界 

の 声の 如く 糸と 細りて 響く 時、 シャロットの 女 は 傾け 

おお けぷ 

たる 耳を掩 うて また 鏡に 向う。 河の あなたに 烟る 柳の 

果て は 空と も 野と も 覚束な き 間より 洩れ 出づる 悲し き 

調 と 思えば なるべし。 

シャロットの 路 行く 人 もまた" 悉 く シャロットの 女 

の 鏡に 写る。 あるとき は 赤き 帽の首 打ち 振りて 馬 追う 

ひげ ゆる まと 

さま も 見 ゆる。 あるとき は 白き 髯の 寛き 衣 を 纏いて、 



あ る 物 を 照ら す。 悉く 照ら して 択ぶ 所なければ シャ 

ロットの 女の 眼に 映る もの もまた 限りなく 多い。 ただ 

影 なれば 写りて は 消え、 消えて は 写る。 鏡のう ちに 永 

とど 力 力 力た V 

く 停まる 事 は 天に 懸る 日と いえ ども 難い。 活ける 世の 

影 なれば かく 果敢なき か、 あるいは 活ける 世が 影なる 

かと シャロットの 女 は 折々 疑う 事が ある。 明ら さまに 

見ぬ 世 なれば 影と もま ことと も 断 じがた い。 影 なれば 

果敢なき 姿 を 鏡に のみ 見て 不足 はなかろう。 影なら ず 

ば 9 —— 時には むらむらと 起る 一 念に 窓際に 馳 けより 

て 思う さま 鏡の 外なる 世 を 見ん と 思い立つ 事 も ある。 

シャロットの 女の 窓より 眼 を 放っとき は シャロットの 



し 彼のい う。 —— 鏡の 表に 霧 こめて、 秋の 日の 上れ ど 

かがみ 

も 晴れぬ 心地なる は 不吉の 兆な リ。 曇る 鑑の霧 を 含 

ふよう した き むか 

みて、 芙蓉に 滴た る 音 を 聴く とき、 対え る 人の 身の上 

けき ぜん ゆえ 

に 危うき 事 あり。 砉 然と 故な きに 響 を 起して、 白き 筋 

まつご 

の 横 縦に 鏡に 浮く とき、 その 人 末期の 覚悟せ よ。 —— - 

い くと し つき 

シャロットの 女が 幾年 月の 久しき 間 この 鏡に 向える か 

あした ゆうべ 

は 知らぬ。 朝に 向い 夕に 向い、 日に 向い 月に 向いて、 

厭く ちょう 事の ある を さえ 忘れた る シャロットの 女の 

眼に は、 霧 立つ 事 も、 露 置く 事 も あら ざれば、 まして 

おそれ たんぜん 

裂けん とする 虞 ありと は 夢に だ も 知らず。 湛 然とし 

えいろう おもて 

て 音な き 秋の 水に 臨む が 如く、 瑩朗 たる 面 を 過ぐ る 



森羅の 影の、 繽紛 として 去る あと は、 太古の 色な き 境. - 

を まのあたりに 現わす。 無限 上に 徹する 大空 を踌 固め 

うち お 

て、 打てば 音 ある 五 尺の 裏に 圧し 集めた る を —— シャ 

口 ットの 女 は 夜ごと 日 ごとに 見る。 

夜) J と 日) J とに 鏡に 向える 女 は、 夜) J と 日) ，- とに 鏡 

の 傍に 坐りて、 夜ごと 日 ごとの 繪を 織る。 ある 時 は 明 

ま.. こ +61 こ 

るき 繒を 織り、 ある 時 は 暗き 繒を 織る。 

シャロットの 女の 投 ぐる 梭の音 を 聴く 者 は、 淋しき 

おか うてな 

皐の 上に 立つ、 高き 台 の 窓 を 恐る恐る 見上げぬ 事 は 

ない。 親 も 逝き 子 も 逝きて、 新しき 代に ただ 一 人取り 

残されて、 命 長き われ を 恨み 顔なる 年寄の 如く 見 ゆる 



うち と つる * き 

けて、 女 はふと 鏡の 裡を 見る。 研ぎ 澄した る 剣より 

も 寒き 光の、 例 ながらう ぶ 毛の 末 を も 照す よと 思う 

なにごと さ 

うちに 底 事ぞ！ 音なくて 颯と 曇る は 霧 か、 鏡の 

おもて 

面 は 巨人の 息 を まともに 浴びた る 如く 光 を 失う。 今 

まで 見えた シャロットの 岸に 連なる 柳 も 隠れる。 柳の 

中 を 流る る シャロットの 河 も 消える。 河に 沿うて 往き 

つ 来り つす る 人影 は 無論 さ さ ぬ 。 —— 梭 の 音 は はたと 

まぶた まつげ かす ふる 

やんで、 女の 瞼 は 黒き 睫と 共に 微かに 顫えた。 「凶 

事 か」 と 叫んで 鏡の 前に 寄る とき、 曇 は 一 刷に 晴れて、 

河 も 柳 も 人影 も 元の 如くに 見 われる。 梭は 再び 動き 出 



今まで は 横にの み 見えた 姿が、 真正面に 鏡に むかって 

進んで くる。 太き 槍 を レストに 収めて、 左の 肩に 盾 を 

懸けたり。 女 は領を 延ばして 盾に 描け る 模様 を 確と 見 

分けよう とする 体で あつたが、 かの 騎士 は 何の 会釈 も 

いきおい 

なく この 鉄 鏡 を 突き破って 通り抜ける 勢で、 いよい 

よ 目の前に 近づいた 時、 女 は 思わず 梭を 抛げ て、 鏡に 

向って 高く ランス ロットと 叫んだ。 ランス ロット は 

かぶと ひさし かがや 

兜の 廂の 下よ リ耀く 眼 を 放って、 シャロットの 高 

き 台 を 見上げる。 爛々 たる 騎士の 眼と、 針 を 束ねた 

うち 

る 如き 女の 鋭 どき 眼と は 鏡の 裡 にて はたと 出合った。 

この 時 シャロットの 女 は 再び 「ザ—. ランス ロット」 



まつご のろい かた 

の は シャロットの 女。 わが 末期の 呪 を 負うて 北の方 

へ 走れ」 と 女 は 両手 を 高く 天に 挙げて、 朽ちた る 木の 

のわき あざむ 

野 分 を 受けた る 如く、 五色の 糸と 氷 を 欺く 砕片の 乱 

るる 中に 鞺と 仆れ る。 

ニー 由 

I - 1 ネ 

かれん すみれ 

可憐なる エレ— ンは 人知らぬ 堇 の 如く ァス トラ ッ 

トの 古城 を 照らして、 ひそかに 墜 ちし 春の 夜の 星の、 

と ちと 

紫 深き 露に 染まりて 月日 を 経たり。 訪ぅ人 は 固よ リぁ 

まゆ 

らず。 共に 住む は 二人の 兄と 眉 さえ 白き 父親の み。 



「騎士 はいずれに 去る 人ぞ」 と 老人 は穏 かなる 声に て 

訪ぅ。 

かた むちう 

「北の方なる 仕 合に 参らん と、 これまで は 鞭って 追 

懸け たれ。 夏の 日の 永き にも 似ず、 いつしか 暮れて、 

暗がりに 路 さえ 岐れ たる を。 —— 乗り捨てし 馬 も 恩に 

いなな むく 

嘶かん。 一夜の 宿の 情け深き に 酬い まつる ものな き 

まう 

を 恥ず」 と 答えた る は、 具足 を 脱いで、 黄なる 袍に姿 

を 改めた る 騎士な リ。 シャロット を馳 せる 時 何事と は 

< ぼ 

知らず、 岩の 凹みの 秋の 水 を 浴びた る 心地して、 かり 

ほお あお ことさら 

の 宿り を 求め 得た る 今に 至る まで、 頰の 蒼き が 特更の 

如くに 目に 立つ。 



エレ— ンは 父の 後ろに 小さき 身 を 隠して、 この ァス 

トラ ット に、 如何なる 風の 誘いて か、 かく 凛々 しき 

ますらお つる や 

壮夫を 吹き寄せ たると、 折々 は 鶴と 瘠せた る 老人の 肩 

ま つげ 

をす かして、 恥 かしの 睫 の 下より ランス ロット を 見る- 

すべ えんけん 

菜の 花、 豆の 花なら ば戯 るる 術 もあろう。 偃蹇 として 

かんてい うそぶ え 

澗 底に 嘯く 松が 枝に は 舞い 寄る 路 のとても なければ、 

こちょう 

白き 胡蝶 は 薄き 翼 を 収めて 身動き もせぬ。 

「無心ながら 宿 貸す 人に 申す」 とや や ありて ラン ス 

ロットが いう。 「明日と 定まる 仕 合の 催しに、 後れて 

乗り込む 我の、 何の 誰よ と 人に 知らる る は 興な し。 新 

きら たて 

しき を 嫌わず、 古き を 辞せず、 人の 見知らぬ 盾 あらば 



土の 身の 口惜し かるべし。 ただ 君が 栗毛の 蹄の あと 

に倶し 連れよ。 翌日 を 急げと 彼に 申し聞かせん ほど 

に」 

ランス ロット は 何の 思案 もな く 「心得たり」 と 心安 

i お しわ うれ 

げ にいう。 老人の 頰に 畳める 皺のう ちに は、 嬉しき 波 

がしば らく 動く。 女なら ずば われ も 行かん と 思える は 

ェ レ— ン である。 

木に 倚る は 蔦、 まつわりて 幾 世 を 離れず、 宵に 逢い 

て 朝に 分る る 君と 我の、 われに はまつ わるべき 月日 

ほそ あらし 

も あらず。 繊き 身の 寄り添わば、 幹 吹く 嵐 に、 根な し 

かずら と 倒れ もやせん。 寄り添わ ずば、 人知らず ひそ 



レ— ンが八 万 四千 壷の 香油 を 注いで、 日に その 膚を 

なめら きた 

滑 かにす ると も、 潜める エレ— ンは 遂に 出現し 来る 

期 はなかろう。 

やがて わが 部屋の 戸 帳 を 開きて、 エレ ー ンは 壁に 釣 

きぬ いだ 

る 長き 衣 を 取り出す。 燭に すかせば 燃 ゆる 真紅の 色な 

よる の 

り。 室に はびこる 夜 を 呑んで、 一 枚の 衣に 真昼の 日影 

あざ や ぇリ 

を 集めた る 如く 鮮か である。 エレ— ンは 衣の 領を 

め て しば まば なが 

右手に つるして、 暫 らく は 眩 ゆき ものと 眺めた るが、 

やがて 左に 握る 短刀 を 鞘ながら 二、 三度 振る。 からか 

ゆか ま ひらめ かす 

らと 床に 音 さして、 すわと いう 間に 閃き は 目 を 掠め 

て 紅 深き うちに 隠れる。 見れば 美しき 衣の 片袖は 15 



てず。 ただ 疑の 積もりて 証拠と 凝らん 時 —— ギ ニヴィ 

ァの 捕われて g に 焼かる る 時 —— この 時 を 思えば ラン 

スロットの 夢 はい まだ 成らず。 

眠られぬ 戸に 何物 かちよ と 障った 気合で ある。 枕 を 

離る る 頭 の、 音す る 方に、 しばらく は 振り向け るが、 

なきがら 

また 元の 如く 落ち 付いて、 あと は 古城の 亡骸に 脈 も 通 

しずか 

わず。 静 である。 

ほと たた 

再び 障った 音 は、 殆 んど敲 いたと いうべく も 高い。 

たし きわ 

糙 かに 人 ありと 思い 極めた る ランス ロット は、 やおら 

ふしど 

身 を 臥所に 起して、 「た ぞ」 といいつつ 戸 を 半ば 引く。 

ろうそく 

差しつ くる 蠟燭の 火の ふき 込められ しが、 取り直して 



けしき 

に 心 を 悩ませる 気色 もな くいう。 

高き 室の 正面に、 石に て 築く 段 は 二級、 半ば は 厚き 

もうせん おお おお、. 、> す よ 

毛氈に て蔽 う。 段の 上なる、 大 なる 椅子に 豊かに 倚 

るが ァ ー サ ー である。 

「繫ぐ 日 も、 繫ぐ月 もな きに」 と ギニヴ ィァは 答うる 

が 如く 答えざる が 如く もてなす。 王 を 一 一尺 左に 離れて、 

しょうぎ ほそ ひざ もすそ 

床几の 上に、 繊き指 を 組み合せて、 膝より 下 は 長き 裳 

にかくれ て 履の ぁリ かさえ 定かなら ず。 

よそよそしく は 答え たれ、 心 は その 人の 名 を 聞きて 

おど は 

さえ 躍る を。 話しの 種の 思う 坪に 生えた る を、 寒き 息 

にて 吹き ie らすは 口 se し。 ギニ ヴィァ はまた 口 を 開く。 



に 向って 鞭 を 加えた る 非の 恐し き は、 鞭て る ものの 

は みす 力 

身に 跳ね返る 罰な きに、 自らと その 非 を 悔い たれば 

なり。 われ を 疑う ァ— サ ー の 前に 恥ず る 心 は、 疑わぬ 

ァ ー サ ー の 前に、 わが 罪 を 心のう ちに 鳴らす が 如く 痛 

しょうぜん 

からず。 ギニヴ ィァは 悚然 として 骨に 徹する 寒さ を 

知る。 

「人の 身の上 はわが 上と こそ 思え。 人 恋わぬ 昔 は 知ら 

ず、 嫁ぎて より 幾夜 か 経た る。 赤き 袖の 主の ランス 

おんみ 

ロット を 思う 事 は、 御身の われ を 思う 如くなる べし。 

贈り物 あらば、 われ も 十日 を、 r 一十 日 を、 帰る を、 忘 

のの いや かた 

るべき に、 罵し る は 卑し」 とァ— サ— は 王妃の 方 を 見 



「追い付いて か」 と 父と 妹 は 声 を 揃えて 問う。 

やみ 

「追い付け る 時 は 既に 遅くあった。 乗る 馬の 息の、 闇 

むちう 

押し分けて 白く 立ち上る を、 いやがう えに 鞭って 長 

き路を 一 散に 馳け 通す。 黒き ものの それ かと も 見 ゆる 

影が、 二 丁ば かり 先に 現われた る 時、 われ は 肺 を 逆し 

まにして ランスロ ットと 呼ぶ。 黒き もの は 聞かざる 

ま ね かす くつ わ 

真似して 行く。 幽かに 聞え たる は 轡の音 か。 怪しき 

たやす 

は 差して 急げる 様 もな きに 容易く は 追い付かれず。 

よう や あ いだ せま 

漸くの 事 間 一 丁 ほどに 逼 りたる 時、 黒き もの は 夜の 

がてん 

中に 織り込まれ たる 如く、 ふっと 消える。 合点 行かぬ 

ま. 19 ま. 19 

われ は 益 追う。 シャロットの 入口に 渡した る 石橋に、 



たき 人 を 担ぎ 入る る。 兜 を 脱げば 眼 さえ 氷りて …… 」 

「薬 を 掘り、 草 を 煮る は 隠士の 常な リ。 ランス ロット 

よみがえ 

を 蘇 して か」 と 父 は 話し 半ばに 我 句 を 投げ 入る る。 

「よみ 返し はし たれ。 よみに ある 人と 択ぶ所 は あらず。 

われに 帰りた る ランス ロット はまことの われに 帰りた 

るに あらず。 魔に 襲われて 夢に 物い う 人の 如く、 あら 

ぬ 事の み 口走る。 あるとき は 罪々 と 叫び、 あるとき は 

王妃 —— ギニ ヴィァ —— シャロット という。 隠士が 心 

を 込む る 草の 香り も、 煮えた る 頭 に は 一 点の 涼気 を 

S- 力す 」 

まくらべ おとめ 

「枕辺に われ あらば」 と 少女 は 思う。 



いちや のち 

「 一 夜の 後た ぎりた る 脳の 漸く 平らぎて、 静かなる 昔 

の 影の ちらちらと 心に 映る 頃、 ランス ロット はわれに 

去れと いう。 心 許さぬ 隠士 は 去るな という。 とかくし 

て 二日 を 経たり。 三日 目の 朝、 われと 隠士の 眠 覚めて、 

けさい かが ふしど うかが 

病む 人の 顔色の、 今朝 如何 あらんと 臥所 を 窺えば I 

あ つるぎ 

I 在らず。 剣の 先にて 古 壁に 刻み 残せる 句に は 罪 は 

われ を 追い、 われ は 罪 を 追う と ある」 

「逃れし か」 と 父 は 聞き、 「いずこへ」 と 妹 はきく。 

ま _ う ま う 

「いずこと 知らば 尋 ぬる 便り も あらん。 茫々 と 吹く 夏 

きわ 

野の 風の 限り は 知らず。 西 東 日の 通う 境 は 極めが たけ 

ひと やまい 

れば、 独リ 帰り 来ぬ。 —— 隠士 はいう、 病 怠らで 去る。 



涙の 中に また 思い返す。 ランス ロット こ そ 誓わ ざれ。 

一 人 誓える われの 渝 るべ くも あらず。 二人の 中に 成り 

立つ をの み 誓と は いわじ。 われと わが 心に ちぎ る も 誓 

に は 洩れず。 この 誓 だに 破らず ばと 思い詰める。 ェ 

レ ー ンの頰 の 色 は 褪せる。 

死ぬ 事の 恐し きに あらず、 死した る 後に ランスロ ッ 

トに 逢いが たきを 恐る る。 去れ どこの 世に ての 逢いが 

やす 

たきに 比 ぶれば、 未来に 逢う のかえ つ て 易き かと も 思 

う。 罌粟 散る を 憂し とのみ 眺 むべ からず、 散れば こそ 

また 咲く 夏 も あり。 エレ— ンは食 を 断った。 

衰え は 春 野 焼く 火と 小さき 胸 を 侵 かして、 愁， ^は 衣 



か い あやつ ひげ おきな 

づる。 櫂 操る はた だ 一 人、 白き 髪の 白き 髯の 翁と 見 

ゆ。 ゆるく 搔く水 は、 物憂げ に 動いて、 一 櫂 ごとに 鉛 

す レ わ A 

の 如き 光り を 放つ。 舟 は 波に 浮ぶ 睡蓮の 睡れる 中に、 

音 もせず 乗り入りて は 乗り越して 行く。 蓦 傾けて 舟 

かろ ひ 

を 通した る あとに は、 軽く 曳く波 足 と共にし ばらく 揺 

れて 花の 姿 は 常の 静 さに 帰る。 押し分けられた 葉の 

再び 浮き 上る 表に は、 時なら ぬ 露が 珠を 走らす。 

よう ぜん いずく なきがら 

舟は杳 然として 何処 ともなく 去る。 美しき 亡骸と、 

きぬ 

美しき 衣と、 美しき 花と、 人と も 見えぬ 一 個の 翁と を 

載せて 去る。 翁 は 物 を もい わぬ。 ただ 静かなる 波の 中 

に 長き B を くぐらせて は、 くぐらす。 木に 彫る 人 を 



むちう た ほか い 

鞭って 起た しめたる か、 櫂 を 動かす 腕の 外に は活き 

たる 所な きが 如くに 見 ゆる。 

と 見れば 雪よりも 白き 白鳥が、 収めた る 翼に、 波 を 

ゆうぜん くび 

裂いて 王者の 如く 悠然と 水 を 練り 行く。 長き 頸の 高く 

伸した るに、 気高き 姿 は あた リを 払って、 恐る る もの 

わきめ へさき 

の ありと しも 見えず。 うねる 流 を 傍目 も ふらず、 舳 

に 立って 舟 を 導く。 舟 はいずく まで もと、 鳥の # に 裂 

ま したが 

けたる 波の 合わぬ 間を随 う。 両岸の 柳 は 青い。 

シャロット を 過ぐ る 時、 いずく ともなく 悲しき 声が 

じゃく まく 

左の 岸より 古き 水の 寂寞 を 破って、 動かぬ 波の 上に 

響く。 「うつせみの 世 を、 …… うつつ …… に もめば… 



〜」 絶えた る 音 は あと を 引いて、 引きた る はまた しば 

とち 

らくに 絶えん とす。 聞く もの は 死せ る エレ ー ンと、 艫 

に 坐る 翁の み。 翁 は 耳 さえ 借さぬ。 ただ 長き 櫂 をく ぐ 

つ んま 

ら せて はく ぐらす る。 思う に 聾なる べし。 

空 は 打ち返し たる 綿 を 厚く 敷け るが 如く 重い。 流 を 

はさ ちう +P ラ 

挟む 左右の 柳 は、 一本 ごとに 緑リを こめて 濛々 と烟 る。 

娑婆と 冥府の 界に 立ちて 迷える 人の あらば、 その 人 

けしき え おとめ 

の 霊 を 並べた るが この 気色で ある。 画に 似た る 少女の、 

舟に 乗りて 他界へ 行く を、 立ちな らんで 送る ので も あ 

ろう。 

舟 は カメ ロットの 水門に 横付けに 流れて、 はたと 留 



まる。 白鳥の 影 は 波に 沈んで、 岸 高く 峙 てる 楼閣の 

ものすご 

黒く 水に 映る のが 物凄い。 水門 は 左右に 開けて、 石 階 

の 上に はァ ー サ ー と ギニヴ ィァを 前に、 城 中の 男女が 

ことごと 

悉 く 集まる。 

し 力ば ね すべ 

エレ ー ンの 屍 は 凡ての 屍の うちにて 最も 美しい。 

涼しき 顔 を、 雲と 乱る る 黄金の 髪に 埋めて、 笑える 如 

く 横 わる。 肉に 付着す る あらゆる 肉の 不净を 拭い 

こうび 

去って、 霊 その物の 面影 を 口 鼻の 間に 示せる は朗 かに 

もまた 極めて 清い。 苦しみ も、 憂い も、 恨み も、 憤リ 

いま あと 

も —— 世に 忌 わしき ものの 痕 なければ 土に 帰る 人と は 

HS えず I 
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